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　１．適用範囲

　２．種類及び準拠規格

　３．材料、構造及び加工方法

矢崎ブランチ(MPC-B・EM-MPC-B)の材料、構造及び加工方法は次の各項によるものとする。

　3.1　ケーブル

　幹線ケーブル及び分岐線ケーブルは、JIS C 3605 600Vポリエチレンケーブル(記号：600V CV

  ・600V CE/F)に準じた構造の単心ケーブル又は、それらを2～4条より合わせたものとする。

　ケーブルのより合わせは、Ｓよりとし、そのピッチは層心径の100倍以下とする。

　3.2　分岐接続

　幹線ケーブルと分岐線ケーブルとの分岐接続(以下接続という)は、導体に有害な損傷を与え

　ないようにし、かつ、次の各号により行うものとする。

(1)　コネクタは、銅又は銅合金を導電材料とし、圧縮接続に適した構造のものとする。

　　 なお、コネクタは使用中有害な腐食又は亀裂を生じる恐れのないものとする。

(2)　接続は、幹線ケーブルの導体を切断せずに行い、かつ、接続部導体の引張荷重を20％以上

　　 減少させないものとする。

(3)　分岐線は指定長に切断し、接続に要する接続しろを含むものとする。

　　　(有効長＝指定長－接続しろ長さ)

　3.3　モールド処理

　3.2項の接続部の上に、原則として黒色ビニル(600V CVの場合)又は黒色耐燃性ポリエチレン

  (600V CE/Fの場合)によるモールドを行うものとし、次の各号による。

(1)　モールドによる被覆厚さは、幹線ケーブル絶縁体厚さとシース厚さを加えた値以上とし、

　　 使用上有害なキズや気泡があってはならないものとする。

(2)　モールド後の分岐部の寸法は、付図-1-1、付図-1-2のとおりとする。

　3.4　接地線の取付

　 接地線の取付指定がある場合は、JIS C 3307 600Vビニル絶縁電線(記号：IV)又は、JIS C 3612

600V耐燃性ポリエチレン絶縁電線(記号：IE/F)をケーブルに添わせ、テープ等により適当な間隔

で固定する。

なお、接地線の分岐接続は3.2項に準じ、絶縁処理には絶縁電線の絶縁体と同色のテープ巻きを

施す。

　3.5　頭部処理及び吊上ジグの構造

頭部処理および吊上ジグ付きのブランチケーブル構造は、付図-2のとおりとする。

プーリングアイ付きブランチケーブルの場合は、付図-2のとおりとする。
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この仕様書は、600V以下の配線工事に用いる矢崎ブランチ(MPC-B・EM-MPC-B)について適用する。

(但し、耐火ケーブルを用いる非常回路は除く)

矢崎ブランチは、JCS 4376：2015、4427：2016に準じたもので、種類は表-1による。

表-1　種類

得意先 品名 矢崎記号 準拠規格 備考

YESS3400－3J04

一般
矢崎ブランチ
(ＭＰＣ-Ｂ)

ＭＰＣ－Ｂ ＪＣＳ　４３７６：２０１５

一般
矢崎ブランチ

(ＥＭ-ＭＰＣ-Ｂ)
ＥＭ-ＭＰＣ－Ｂ ＪＣＳ　４４２７：２０１６



線心の識別は幹線ケーブル、分岐線ケーブルとも原則として、ストライプ等により表面から

識別できる方法とする。

６．　検査

表-2の通りとする。ただし、耐電圧(空中)については弊社の抜き取り基準に基づき実施する。

表-2の特性No.6～10は変更時の評価試験とする。

７． 包装

包装は、幹線ケーブルおよび分岐線ケーブルの端末部を密封した後、ドラム又は束巻きとする。

８． ドラムまたは束、及びボルトコネクタ付属品の表示

ドラム・束・段ボールには、適当な方法で次の事項を表示する。

(1)　品名

(2)　件名

(3)　幹線№又はタイプ

(4)　幹線ケーブルの品種及びサイズ

(5)　幹線ケーブルの長さ

(6)　質量

(7)　ドラム回転方向(ドラム巻きの場合のみ)

(8)　製造業者名又はその略号

(9)　製造年月

９．取扱注意事項

　9.1．ケーブルグリップでのちょう架時の注意事項

　　・ケーブルグリップを使用する場合は、ちょう架後24時間以内にケーブルを支持して下さい。

　　・ケーブルグリップにて吊り上げる際には、ケーブルグリップに限度荷重を超えるような大き

　　　な負荷を掛けないようにして下さい。ケーブルグリップが外れてしまう可能性があります。

　9.2．プーリングアイ敷設時の取扱注意事項

　　・プーリングアイ付きケーブルを吊り上げる際には、衝撃を与えないでください。

　　・上階からプーリングアイ付きケーブルを落とし込む場合は、チェンブロック・ガイド

　　  ロープ・ブレーキ冶具等補助冶具を使用し、ケーブルに衝撃を与えないでください。

　　・プーリングアイ付きケーブルの弛み調整時は、チェンブロック等補助冶具を外さず、

　　  衝撃を与えない様ゆっくりと調整しながら弛みを取って下さい。

　　  尚、 ケーブル落下の恐れがありますので、本結束するまでチェーンブロック等の補助具を

　　　外さない様にして下さい。 。

　　・同一立坑内に複数のケーブルを吊り上げ・落とし込む際、必ず1幹線ケーブル毎に本結束を

　　　を行って下さい。結束を行わず次の幹線ケーブルを作業すると、ケーブル同士が接触し

　　  衝撃が加わる場合があり、ケーブル落下の恐れがあります。
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４．　線心の識別

５．　ケーブルの寸法公差

各分岐間および水平部分の寸法公差は±0.2％とする。但し、最小公差は±3㎝とする。

検査については、外観、導通、絶縁抵抗(メガ測定器)の各試験を行い、特性および試験方法は



1
2
3

5

※1 耐電圧 : 幹線と分岐線のサイズが違う場合は、細いケーブルサイズの電圧を適用する。

※2 No.6～10の試験は変更時の評価試験とする。

　10．特性
特性は表-2に示す方法で試験を行ったとき、表-2のとおりとする。

表-2

No 項　　目
特　　　性

試験方法
600V CV 600V CE/F

外　　観 形状、寸法、傷、相識別、分岐線等に異常がないこと JIS C 3005 4.1による

構　　造 仕様書通リの事、モールド寸法・分岐間隔等 JIS C 3005 4.3による

導　　通 断線がないこと JIS C 3005 4.5による

4

耐
電
圧
※
1

5.5、8 空中(1分間) 3000Ｖ

JIS C 3005 b)による

14 空中(1分間) 4000Ｖ

22 空中(1分間) 4000Ｖ

38～100 空中(1分間) 5000Ｖ

150～325 空中(1分間) 6000Ｖ

絶縁抵抗 200MΩ以上

JIS C 3005 4.7.1 a)
又は4.7.1 b)による
(高絶縁抵抗計または
 メガ測定器を使用)

6 ヒートサイクル
25ｻｲｸﾙ目上昇値：75℃以下
26～125ｻｲｸﾙ目上昇値：25ｻｲｸﾙ目測定値に8℃を
加えた値以下

JIS C 2810 7.4による

7 難燃性 60秒以内で自然に消えること
JIS C 3005
4.26.2 b)による

8

吊
上
ジ
グ
特
性

ケ
ー
ブ
ル
グ
リ
ッ
プ

耐荷重 抜けないこと JCS 4376 7.8 a)による

耐
電
圧
※
1

5.5、8 空中(1分間) 3000Ｖ

22 空中(1分間) 4000Ｖ

38～100 空中(1分間) 5000Ｖ

150～325 空中(1分間) 6000Ｖ

絶縁抵抗 200MΩ以上 JCS 4376 7.8 c)による

JCS 4376
7.4 b)による

14 空中(1分間) 4000Ｖ

プーリング
アイ 引張強さ 幹線サイズ（導体断面積mm2)×線心数×19.6(N)×4

(安全率) 以上
内線規程 3165-3
による

9

モ
ー
ル
ド
用
材
料

常温
引張強さ 10MPa以上 8MPa以上 JIS C 3005

4.16による伸び 120％以上 350％以上

加熱
引張強さ 加熱前の値の85％以上 加熱前の値の80％以上 JIS C 3005

4.17による伸び 加熱前の値の80％以上 加熱前の値の65％以上

耐油
引張強さ 浸油前の値の80％以上 － JIS C 3005

4.18による伸び 浸油前の値の60％以上 －

耐寒 試験片が破壊しないこと(冷却温度：-15℃±0.5℃)
JIS C 3005
4.22による

JIS C 3666-2による

加熱変形
厚さの減少率50％以下

(加熱温度：120℃±3℃)
厚さの減少率10％以下
(加熱温度：75℃±3℃)

JIS C 3005
4.23による

発煙濃度 －

6回の試験の結果、平均値
が150以下であること。た
だし、始めの3回の値がい
ずれも150以下である場合
は3回で合格とする。

JIS C 3612 附属書A に
よる。
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燃焼時発生ガスの酸性度 － pH4.3以上 JIS C 3666-2による

燃焼時発生ガスの導電率 － 10μS/㎜以下



 ・製造上、図面指示寸法と異なる設計の場合があります。

　 【頭部吊上ジグ最短寸法】

　 【分岐間隔の最短寸法】

　 　表-4にて最短寸法で設計します。

 ・図面指示寸法と最短寸法との差は、最短寸法直下の分岐間隔長にて調整しています。

14

０Ｓ 0.50

14

0.50

幹線サイズ

(mm2)
吊上ジグ型番

最短寸法
（ｍ）

幹線サイズ

(mm2)

38

　11．製造上での最短寸法

表-3  頭部吊上ジグ直下分岐最短寸法 表-4  分岐間隔最短寸法

最短寸法
（ｍ）

22 22

０Ｌ 0.65

     頭部吊上ジグリング中心から、直下分岐部までの最短寸法は表-3にて設計します。
     但し、分岐線のサイズや組み合わせによっては、最短寸法が表-3の値より長くなる場合
　   があります。詳しくは幹線系統図の御確認をお願い致します。

０ＡＳ 0.50
38

０ＡＬ 0.65

60
１Ｓ 0.60

60
１Ｌ

100
２Ｓ

100

0.70
２Ｌ 0.90

150
２Ｓ 0.70

150
0.90

200

0.90250 ３Ｌ 250

325 ４Ｌ

0.70

注1）
 グリップ直下の分岐線が幹線サイズと同等以上の
 サイズで、グリップ側にある場合、最短寸法は1.0ｍ
 となります。

注2）
 2箇所連続で分岐箇所が発生し、分岐方向

 が向き合う場合、幹線サイズ14～60mm2の
 最短寸法は、0.70ｍとなります。

325
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200 ３Ｌ

0.95

２Ｌ



付図１-１　分岐部の構造(スリムブランチ)
表-5　各部の寸法

幹線 分岐線 A B C D2 D3 D4 L2 L3 L4

14 5.5～14 63 26 20 30 35 45 140 210 290
5.5～8 63 26 20 35 40 50 140 210 290

14 73 31 23 35 40 50 160 240 330
22 73 31 23 40 45 55 160 240 330

5.5～22 73 31 23 40 45 55 160 240 330
38 83 35 26 50 55 65 180 270 370

5.5～22 83 35 26 50 55 65 180 270 370
38～60 103 39 31 60 65 75 220 330 450
5.5～38 103 39 31 55 65 75 220 330 450

60 113 45 38 65 75 85 240 360 490
100 113 48 40 75 85 110 240 360 490

5.5～38 113 45 38 65 75 85 240 360 490
60 113 48 40 75 85 110 240 360 490

100～150 133 56 50 90 100 110 280 420 570
5.5～38 113 48 40 75 85 100 240 360 490

60 133 52 46 90 100 110 280 420 570
100～150 133 56 50 90 100 110 280 420 570

5.5～38 133 52 46 90 100 110 280 420 570
60～100 133 56 50 100 110 120 280 420 570

5.5～8 73 31 23 40 45 55 160 240 330
14 83 35 26 45 50 60 180 270 370

5.5～8 73 31 23 40 45 55 160 240 330
14 83 35 26 45 50 60 180 270 370

5.5～8 73 31 23 50 55 65 160 240 330
14 83 35 26 50 55 65 180 270 370
22 103 39 31 60 65 75 220 330 450

5.5～14 83 35 26 55 60 70 180 270 370
22 103 39 31 60 65 75 220 330 450
38 113 45 38 65 75 95 240 360 490

5.5～14 103 39 31 65 70 80 220 330 450
22～38 113 45 38 65 75 95 240 360 490
5.5～14 113 45 38 70 80 100 240 360 490
22～38 113 48 40 75 85 110 240 360 490

60 150 58 50 100 110 130 330 510 690
5.5～14 113 48 40 75 85 110 240 360 490
22～38 133 52 46 80 90 100 280 420 570

60 133 56 50 105 110 120 280 420 570
5.5～14 133 52 46 90 100 110 280 420 570
22～38 133 56 50 90 100 110 280 420 570

14 5.5～14 86 35 30 55 60 70 200 300 410
5.5～14 86 35 30 60 65 75 200 300 410

22 106 44 40 65 70 85 240 360 490
5.5～14 86 35 30 65 70 80 200 300 410

22 106 44 40 70 75 90 240 360 490
60 5.5～22 106 44 40 75 80 95 240 360 490

5.5～14 106 44 40 85 90 105 240 360 490
22 136 53 47 85 95 115 300 450 610
38 136 53 47 95 105 125 300 450 610

150 5.5～22 136 53 47 95 105 125 300 450 610
200 5.5～22 136 53 47 105 115 135 300 450 610
250 5.5～38 166 56 55 125 135 160 370 560 760

注1）　階高より分岐線が長い場合は、分岐部外径（D2～D4)上に隣り

　　　　合う分岐部の分岐線が重なるため、分岐部外径に分岐線外径を
　　　　含めた配線スペースが必要となる場合があります。

注2)　表-5の分岐部外径(D2～D4)は参考値となります。

ケーブルサイズｍｍ2 各部の寸法（ 約mm ）　注1 注2

1
本
分
岐

22

38

60

100

150

200

250

2
本
分
岐

14

22

38

60

100

150

200

250

3
～
4
本
分
岐

22

38

100
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600V CV：ﾋﾞﾆﾙﾓｰﾙﾄﾞ

600V CE/F

：耐燃ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾓｰﾙﾄﾞ

600V CV：ﾋﾞﾆﾙﾓｰﾙﾄﾞ

600V CE/F

：耐燃ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾓｰﾙﾄﾞ

600V CV：ﾋﾞﾆﾙﾓｰﾙﾄﾞ

600V CE/F

：耐燃ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾓｰﾙﾄﾞ

○



付図１-２　分岐部の構造(従来型ブランチ)
表-6　各部の寸法

幹線 分岐線 A B C D2 D3 D4 L2 L3 L4

14 5.5～14 70 31 23 35 40 50 150 230 310
5.5～14 70 31 23 40 45 55 150 230 310

22 80 35 26 40 45 55 170 260 350
5.5～22 80 35 26 45 55 60 170 260 350

38 100 40 31 55 60 70 220 340 460
5.5～22 100 40 31 55 60 70 210 320 430

38 100 40 31 55 60 70 220 340 460
60 110 40 31 70 75 85 240 370 500

5.5～22 110 46 38 65 75 85 230 350 470
38～60 110 49 41 70 80 90 240 370 500

100 130 56 48 80 90 100 280 430 580
5.5～22 110 49 40 75 85 95 230 350 470

38 110 49 41 75 85 95 240 370 500
60 130 56 48 85 95 110 280 430 580

100～150 150 65 55 100 110 120 330 510 690
5.5～38 130 52 45 85 90 110 270 410 550

60 130 56 48 90 100 120 280 430 580
100～150 150 65 55 100 115 130 330 510 690

200 200 75 70 140 160 180 430 660 890
5.5～14 130 55 48 90 100 120 270 410 550
22～38 130 56 48 90 100 120 280 430 580
60～100 150 65 55 100 120 140 330 510 690
150～200 200 83 62 140 150 170 430 660 890

250 200 75 70 140 150 170 430 660 890
14～60 200 75 70 120 140 160 430 660 890

100～325 200 83 62 140 160 180 430 660 890
14 5.5～14 80 35 28 40 50 60 180 280 380

5.5～14 80 35 28 45 50 60 180 280 380
22 100 40 31 50 55 60 220 340 460

5.5～14 80 35 28 55 60 75 180 280 380
22 100 40 31 55 60 75 220 340 460
14 100 40 31 60 70 80 220 340 460

22～38 110 49 41 70 75 85 240 370 500
60 150 58 50 75 85 110 330 510 690

14～38 110 49 41 75 80 90 240 370 500
60 150 58 50 80 90 110 330 510 690
14 110 49 41 85 95 110 240 370 500

22～38 130 56 48 85 95 110 280 430 580
60 150 58 50 90 110 130 330 510 690
100 200 75 70 110 120 140 430 660 890

14～38 130 56 48 90 95 110 280 430 580
60 150 58 50 95 110 140 330 510 690
100 200 75 70 110 120 150 430 660 890
14 130 56 48 90 100 120 280 430 580

22～38 150 65 55 100 110 130 330 510 690
60～100 200 75 70 110 130 150 430 660 890
14～22 150 65 55 100 120 130 330 510 690

38 200 75 70 120 140 160 430 660 890
60～100 200 75 70 140 160 180 430 660 890

14 5.5～14 80 36 30 55 60 70 180 280 380
5.5～14 80 36 30 60 65 75 180 280 380

22 100 48 40 65 70 85 220 340 460
5.5～14 80 36 30 65 70 85 180 280 380

22 100 48 40 70 75 90 220 340 460
60 5.5～22 100 48 40 75 80 95 220 340 460

5.5～14 100 48 40 85 90 110 220 340 460
22 130 56 50 90 100 120 280 430 580
38 130 56 50 100 110 130 280 430 580

5.5～22 130 56 50 100 110 130 280 430 580
38 130 56 50 110 120 140 280 430 580

5.5～22 130 56 50 110 120 140 280 430 580
38 130 56 50 120 130 150 280 430 580

250 5.5～38 160 65 58 130 140 160 350 540 730
325 5.5～22 160 65 58 140 160 180 350 540 730

注1）　階高より分岐線が長い場合は、分岐部外径（D2～D4)上に隣り
　　　　合う分岐部の分岐線が重なるため、分岐部外径に分岐線外径を
　　　　含めた配線スペースが必要となる場合があります。

注2)　表-6の分岐部外径(D2～D4)は参考値となります。

ケーブルサイズｍｍ2 各部の寸法（　約mm　）　注1 注2

1
本
分
岐

22

38

60

100

150

200

250

325

2
本
分
岐

22

38

60

100

150

200

250

325

3
～
4
本
及
び
上
下
分
岐

22

38

100

150

200
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付図２　頭部処理及び吊上ジグの構造
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表-7 各部の寸法

表-8 形状

表-11 各部の寸法

表-9 各部の寸法

注：ケーブルグリップの型番は、原則としてケーブル重量等により当社で設定させて頂きます。

〔注1〕ケーブルの貫通穴径は、分岐部の外径およびプーリングアイ本体の外径より大きくしてください。

尚、分岐線が上向きの場合は、分岐線の外径もプラスして貫通穴を設定してください。

〔注2〕プーリングアイの許容荷重（垂直部分の自重）は、幹線サイズ(導体断面積mm2)×線心数×19.6(N)

となります。

ケーブル
グリップ

ケーブル

グリップ

表-10 形状

－

A ΦD L(最小) A ΦD L(最小) A ΦD L(最小)

下向 450 500 550
上向 600 600 700
下向 450 500 550
上向 600 600 700
下向 450 500
上向 700 700
下向 600
上向 1000
下向 500 550 650
上向 700 800 1100
下向 500 550 650
上向 700 800 1100
下向 500 600
上向 800 900
下向 500
上向 800
下向 750
上向 1200
下向 700 750
上向 1000 1200
下向 550 700 800
上向 800 1000 1200

型番
ケーブル 各部の寸法 約mm

幹線サイズ

mm2
分岐線
の向き

2ヶより 3ヶより 4ヶより

ＰＬ１

22 270 70 270 70

60 270 70 270

270 70

38 270 70 270 70 270 70

70

ＰＬ２

60 288 95

100 288 95 288 95 288 95

150 288 95 288 95 288 95

200 288 95 288 95

250 288 95

ＰＬ３

200 290 127

250 290 127 290 127

127325 290 127 290 127 290

注：ケーブルグリップの型番は、原則としてケーブル重量等により当社で設定させて頂きます。

但し、分岐線のサイズや組み合わせによっては、L(最小)寸法が表-7の値より長くなる場合

があります。詳しくは幹線系統図の御確認をお願い致します。






